
 

 

 

 

令和６年４月２６日 近江八幡市立安土幼稚園 

 

 

 

木々の緑が一段と鮮やかな季節となってきました。進級・入園から 1か月が経とうとしています。3歳児の子

どもたちは、おうちの人と離れるのがまださびしい日もありますが、先生と一緒に遊んだり絵本を読んでもらっ

たり、ボランティアの方の温かい関わりもあり、少しずつ笑顔の時間が増えてきています。４、５歳児の子ども

たちは、新しい環境にもずいぶん慣れ、ひとつ大きくなったという喜びを感じながら過ごしています。園庭では、

パンジーやクローバーなどで色水作りを楽しんだり、ダンゴムシなどを一生懸命探したりしています。 

さわやかなこの季節、心の安定を図りながら、みんなと一緒に遊ぶ楽しさが味わえるようにしていきたいと思

います。５月は園外保育や遠足など、春の自然のなかでのびのびと身体を動かす経験をしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標“ げんき・いきいき・あづちっ子 ” 

めざす幼児像   感じ 考える 子ども 

 

えんだより 

あさ：あいさつ 

し：しょくじ 

ど：どくしょ 

う：うんどう 

近江八幡市では 

“早寝・早起き・あさ・し・ど・う”

に取り組んでいます。 
 

★園庭の遊具の使い方について★ 

 
・ぶらんこ…前を向いて１人ずつ乗りましょう。オ

レンジの柵内には入らないようにしましょう。 

・リップルラダー、雲梯…ぶら下がって遊びましょ

う。上には乗らないようにしましょう。 

・滑り台…滑り台の下からは登らないようにしまし

ょう。 

★園庭開放のときは、クラスの網や縄跳びなどは使

わないようにしましょう。 

３歳児 ・先生と一緒に自分のしたい遊びを見つけて遊ぶ。 

４歳児 ・先生や友だちとふれ合いながら、自分のしたい遊びを十分に楽しむ。 

    ・戸外でのびのびと遊び、開放感を味わう。 

５歳児 ・自分のやりたい遊びを見つけて、友だちと一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

     ・戸外で春の自然に触れたり、体を動かしたりして遊ぶ。 

今
月
の
目
標 

子どもたちにも“にこまるくん”の愛称で、“早寝・早起き・あさ・し・ど・う”について話して

います。毎日の生活リズムを整え、気持ちの良い一日のスタートが切れるように心がけていきたいで

すね。気温差の激しいこの季節、大人が思う以上に子どもたちは体力を使っていて疲れやすくなって

います。休息をしっかりとって、次の日も元気に過ごせるようにしていきましょう。 

 

常楽寺にある沙沙貴神社は滋賀県指定有形文化財に指定

されています。境内には、ヒトツバタゴ（通称なんじゃもん

じゃ）の木があり、毎年５月初めごろに真っ白な花を咲

かせます。真っ白なわた雪をかぶっているような“なん

じゃもんじゃ”は清純でさわやかで心が癒されます。今

年も５歳児が園外保育に出かけます。ぜひ、ご家族でも

出かけてみてください！ 

～沙沙貴神社～  

【満開のヒトツバタゴ】 


